
第１号議案  役員の改選について 

 
南信州地域交通問題協議会規約第９条第１項により改選を行う。 
 
 
平成 29・30 年度南信州地域交通問題協議会役員              〔敬称略〕 

役職名 所属名 氏 名 備 考 

会 長    

副会長    

監 事    

監 事    

 

（参考） 

平成 27・28 年度南信州地域交通問題協議会役員              〔敬称略〕 

役職名 所属名 氏 名 備 考 

会 長 南信州広域連合 牧野 光朗 南信州広域連合長 

副会長 南信州広域連合議会議員 吉川 秋利 
総務・文教・消防

検討委員長 

監 事 飯田商工会議所 柴田 忠昭 会 頭 

監 事 
社会福祉法人 

飯田市社会福祉協議会 
福田 富廣 会 長 

 

資料１ 



 

第２号議案  平成 28年度事業報告及び決算報告について 

 

１ 地域住民に対する「南信州公共交通システム」の周知 

圏域住民に「南信州公共交通システム」を広く周知し、自家用車主体の生活様式から、公共交通を

交通手段のひとつの選択肢と意識付けするための取組を行った。 

（１）南信州公共交通システム認知度向上事業  44,060部（全戸配布・一部組合回覧） 

ア 「のってみまいか公共交通№10 号（12月号）」 
・目的別時刻表（総合病院編その１） 

イ 「のってみまいか公共交通№11号（３月号）」 
・目的別時刻表（総合病院編その２） 

・路線番号、路線カラーを反映した方向幕について 
（２）公共交通に関するイベントの開催 

ア はたらく車イベントにおけるバスの乗り方教室の開催 

開催日 平成 28 年４月 10 日（日） 

場 所 アジマ自動車学校 

受講者 50 名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ バスのお仕事体験の開催 

    開催日 平成 28年９月 11日（日） 

場 所 南信州・飯田産業センター 

体験者数 160名 

 
 
 
 
 
 
 
 
 バスガイド体験 運転手体験（運行前点検） 

イベントの様子 乗り方教室 

資料２ 



 

２ 来訪者を含めた利用しやすい公共交通への取組 
来訪者を含めた公共交通利用者の利便性向上に繋げるため、ナンバリングを反映した統一フォーマ

ットによるバス時刻表を作成。 
（１）情報提供事業 
   南信州公共交通インフォメーションの運営。 

ＵＲＬ http://kk.minami.nagano.jp/ 

 
３ 既存公共交通の改善事業・利便性向上事業 
  公共交通をより利用しやすいものとするため、関係各機関と連携して改善を図る。 
（１）既存公共交通の運行見直しや乗り継ぎの改善 

平成 28年 12月 21日（水）にバスのダイヤ調整会議を開催し、接続路線におけるシームレスダイ

ヤについて調整を図った。 
（２）案内表示の改善に取組 
   地域全体を考慮した方向幕の改修に係る検討を実施。圏域全体の路線バスカラー・ナンバリング

を再検討し、平成 28 年度方向幕及び時刻表の作成に繋げた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）運転手研修会の開催 

運転手に対する研修会を実施し、圏域全体の公共交通のサービスレベルの向上を図った。 

開催日 平成 28年 11月 27日（日） 

場 所 飯田市役所 Ｃ311 会議室 

講習内容（１）事故発生時の対応について （２）接遇、車内放送について 

（３）ディスカッション サービスの向上のために必要なことについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
講習会 ディスカッション 

E0 阿島線（左） W0-1 駒場線 

http://kk.minami.nagano.jp/


 

（４）各関係機関のはたすべき役割に対し側面的支援または協働実施。 

各地域公共交通会議への出席。各地域公共交通会議と協働し利用促進・利用転換事業の推進を行

った。 

（５）リニア中央新幹線開業を見据えた新たな公共交通網の基盤づくりに関する検討・研究。 

  ア 平成 28 年 12 月５日（月）に、幹事会委員及び市町村担当者により三重県伊勢市及び鳥羽市へ

先進地視察を行った。 
イ 公共交通担当により案内表示の改修や結節点の再検討を進めた。 

  
４ 公共交通利用促進事業 
  対象者ごとに利用促進事業を実施。 
（１）中学生、高齢者に対するＪＲ飯田線及びバスの乗り方教室の実施。 

   阿南第一中学校 ３年生及び教員 ４０名 
   阿南第二中学校 ３年生及び教員 １０名 
   下條中学校   ３年生及び教員 ４０名 
   天龍中学校  １年生及び教員  １０名 

大鹿村中学校 ３年生及び教員  １０名 
   泰阜村高齢者クラブ  ２０名 
 
 
 
 
（２）新入生（高校１年生）に対する公共交通利用啓発活動 

南信州圏域の８高校におけるオリエンテーションの際に公共交通利用に関するチラシを配付。 
配付枚数 1,757 枚 

 
５ 公共交通利用転換事業 
  対象者ごとに利用転換事業を実施。 
（１）エコ通勤（電車・バス）の啓発活動 

ア 自家用車を利用している通勤層をターゲットとし、ＦＭコミュニティを活用したエコ通勤の啓

発活動を実施。 
    第１回 暑気払い時期  平成 28年８月１日から平成 28年９月３日 １日２回放送 

第２回 忘・新年会時期 平成 28年 11月 21日から平成 28年 12月 26日 １日２回放送 

第３回 歓送迎会時期  平成 29年 ３月 20日から平成 29年４月 15日 １日２回放送 

イ フリーペーパーへ公共交通の利用促進に関する内容を掲載し、多様な層を対象に啓発活動を実

施。 
月刊いいだ８月号(2016年)へ掲載 32,000部 

月刊いいだ 11月号(2016年)へ掲載 32,600部 

月刊いいだ４月号（2017年）へ掲載 32,600部 

 

下條中学校でのバスの乗り方教室 



 

６ 結節点停留所整備事業 

  交通拠点の一つである飯田駅前観光案内所内に電子端末機を設置し、ＪＲ飯田線を含めた発車情報

や乗継案内情報を発信。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

電子端末機 



第２号議案  平成 28年度事業報告及び決算報告について 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

す。 

 

 

 

 

 

 

 

収入金額

支出金額

差引残額

（収入） （単位：　円）

当初予算額 補正予算 決算額 比較増減

3,041,000 0 3,041,000 0

0 2,178,036 2,178,036 2,178,036

市町村負担金 0 4,156,272 4,156,272 4,156,272

2,437,231 0 2,437,231 0

769 0 159 △ 610

5,479,000 6,334,308 11,812,698 6,333,698

（支出） （単位：　円）

予算額 補正予算 決算額 比較増減

610,000 0 245,148 △ 364,852

報償費 210,000 0 103,761 △ 106,239

旅費 400,000 0 141,387 △ 258,613

10,000 0 9,311 △ 689

消耗品・事務費 10,000 0 9,311 △ 689

250,000 0 114,226 △ 135,774

通信運搬費 150,000 0 57,476 △ 92,524

使用料 100,000 0 56,750 △ 43,250

4,600,000 6,334,308 10,722,163 △ 212,145

9,000 0 0 △ 9,000

5,479,000 6,334,308 11,090,848 △ 722,460

差引残高 721,850 円 は次年度に繰り越します。

平成２８年度　南信州地域交通問題協議会　会計決算書

11,812,698 円
11,090,848 円

721,850 円

科　目 備　考

負担金 南信州広域連合負担金

国庫補助 計画推進事業補助金

時刻表等（計画推進事業）
飯田市 2,813,400、松川町 269,352
阿南町・下條村・売木村・天龍村・泰阜村
416,880、阿智村 656,640

繰越金 前年度繰越金

諸収入 利息

計

科　目 備　考

事業費
広報誌、結節点整備事業、南信州公共交
通インフォメーションの維持管理、時刻
表、市町村戻入費等

運営費

委員等報償費（幹事会1回、総会1回）

委員旅費（委員会1回、総会1回）、先進地視察

需用費

予備費

計

コピー用紙ほか

役務費

通信運搬費、振込手数料

高速道路使用料ほか



 

 

 

 

 



 

第３号議案  平成 29年度事業計画（案）及び収支予算（案）について 

 

１ 南信州公共交通システム認知度向上事業  事業費 ３００千円 

圏域住民に「南信州公共交通システム」を広く周知し、自家用車主体の生活様式から、公共交通

を交通手段のひとつの選択肢と意識付けするための利用促進・転換事業の推進を行う。 

（１）広報誌の発行（年度内２回予定） 

 南信州広域連合発行の広報誌の中に『のってみまいか公共交通）』を掲載し、公共交通利用への

関心を高める。 

（２）イベントと連携した公共交通の認知度向上 

さまざまな層をターゲットとしたイベントに参画し、公共交通への意識や関心を持ってもらう。 

（お仕事キッズタウンへの参画等） 

  

２ 情報発信事業  事業費 ５００千円 

・Ｗｅｂサイト「南信州公共交通インフォメーション」の管理運営 

当圏域の公共交通に関する情報や利用者にとって分かりやすい路線図・時刻表（目的別時刻表等）

をインターネット上で提供し、来訪者を含めた利用者の利便性向上につなげる。 

 

３ 既存公共交通の改善事業・利便性向上事業 事業費 ４５０千円 

   公共交通をより利用しやすいものとするため、当圏域における関係各機関と連携し改善と利便性

の向上を図る。 

（１）関係機関と連携した公共交通の改善・利便性向上 

・名古屋大学等と連携し利用促進・利用転換につながる事業の検討を行う。 

・関係機関との情報交換等の実施により、既存公共交通の運行見直しや乗り継ぎの改善を図る。 

（２）利用者に分りやすい案内表示等の整備 

・ナンバリングを導入し、バスの方向幕や時刻表と連動させ利用する路線を明確に表示すること

で、はじめて利用する方でも安心して乗車することができる環境を整備する。 

（ＬＥＤ方向幕：松川町、大鹿村 ナンバリングカラーと連動したマグネット：松川町、天龍村） 

・景観標識を考慮したバス停留所の統一デザインに関する研究 [地域交通ベストミックス構築事業] 

・結節点となる主要な停留所へのバスロケーションシステムの導入の検討 [   〃   ] 

（３）関係機関の果たすべき役割に対し側面的支援または協働の実施 

（４）南信州地域公共交通網形成計画に基づき、地域公共交通の再編について、引き続き各市町村と

連携し研究 

 

４ 利用促進事業 事業費 ２００千円 

対象者ごとに利用促進事業を実施し利用者拡大を図る。 

・中学生、高校生、高齢者、企業などの対象者別にバスのワークショップを開催し、利用者の拡大

を図る。 

 ・共通回数券・共通定期の導入に向けた研究 [地域交通ベストミックス構築事業] 

  

 

 

 

資料３ 



 

５ 利用転換事業 事業費 １５０千円 

対象者ごとに利用転換事業を実施し利用者拡大を図る。 

（１）ＦＭコミュニティ等のマスメディアを活用し、自家用車を利用する通勤者に対し、公共交通

を利用したエコ通勤の啓発活動を実施する。 

（２）ＪＲ飯田線を含めた公共交通の利用促進・利用転換事業を図る。 

 

６ リニア中央新幹線開業を見据えた二次交通の研究・検討事業 事業費 ８３０千円 

・利用実態調査を踏まえ、生活交通の利便性向上と観光交流活性化の両面から結節拠点を含めた持

続可能な公共交通の研究・検討を行う。[地域交通ベストミックス構築事業] 

 



第３号議案  平成 29年度事業計画（案）及び収支予算（案）について 
 
 
 

収入金額

支出金額

差引残額

（単位：千円）

H29予算 H28当初予算 比較増減 備　考

2,190 3,041 △ 851 南信州広域連合負担金 2,190千円

721 2,437 △ 1,716 前年度繰越金

1 1 0

2,912 5,479 △ 2,567

（単位：千円）

H29予算 H28当初予算 比較増減 備　考

250 610 △ 360

報償費 150 210 △ 60 委員等報償費（幹事会2回、総会2回）

旅費 100 400 △ 300 講師・委員等旅費（幹事会2回、総会2回）ほか

10 10 0

消耗品費 10 10 0 消耗品

215 250 △ 35

通信運搬費 150 150 0 通信運搬費、振込手数料（アンケートほか）

使用料 65 100 △ 35 高速道路使用料等

2,430 4,600 △ 2,170

１　南信州公共交通システム認知度向上事業　300千円

２　情報提供事業                        　500千円
 
３　改善事業・利便性向上事業  　　　　　　450千円

４　利用促進事業　　　　　　　　　　　    200千円

５　利用転換事業     　　　　　　　　　   150千円

６　結節点整備事業　　　　　　　       　 830千円

7 9 △ 2

2,912 5,479 △ 2,567

予算の執行上必要があるときは、科目間の流用ができるものとする。

計

予備費

運営費

計

事業費

科　目

（支出）

役務費

需用費

平成29年度　南信州地域交通問題協議会　収支予算（案）

科　目

負担金

諸収入

繰越金

2,912,000 円
0 円

（収入）

2,912,000 円













第５号議案 地域公共交通確保維持改善事業「生活交通確保維持改善計画」について 

 

飯田市 生活交通確保維持改善計画 

 

 

＜地域間幹線系統＞ 

 

・生活交通確保維持改善計画（平成 30～32年度）   ・・・Ｐ１～４ 

 

・表１－５                    ・・・Ｐ５ 

 

 

＜地域内フィーダー系統＞ 

 

・生活交通確保維持改善計画（平成 30～32年度）   ・・・Ｐ６～１１ 

 

・表１                      ・・・Ｐ１２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

飯田市地域公共交通改善市民会議 

 

資料５ 



 

 

 

 

松川町 生活交通確保維持改善計画 

 

 

＜地域内フィーダー系統＞ 

 

・生活交通確保維持改善計画（平成 30～32年度）   ・・・Ｐ１～４ 

 

・表１                      ・・・Ｐ５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

松川町地域公共交通対策協議会 



   

 

 

 

下伊那南部地域 生活交通確保維持改善計画 

 

 

＜地域内フィーダー系統＞ 

 

・生活交通確保維持改善計画（平成 30～32年度）   ・・・Ｐ１～７ 

 

・表１                      ・・・Ｐ８ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

下伊那南部地域公共交通対策協議会 



   

 

 

 

阿智村 生活交通確保維持改善計画 

 

 

＜地域内フィーダー系統＞ 

 

・生活交通確保維持改善計画（平成 30～32年度）   ・・・Ｐ１～４ 

 

・表１                      ・・・Ｐ５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

阿智村地域公共交通協議会 



   

 

 

 

根羽村・平谷村地域 生活交通確保維持改善計画 

 

 

＜地域内フィーダー系統＞ 

 

・生活交通確保維持改善計画（平成 30～32年度）   ・・・Ｐ１～６ 

 

・表１                      ・・・Ｐ７ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

西部コミュニティバスを守り育てる会 



   

 

 

 

喬木村 生活交通確保維持改善計画 

 

 

＜地域内フィーダー系統＞ 

 

・生活交通確保維持改善計画（平成 30～32年度）   ・・・Ｐ１～４ 

 

・表１                      ・・・Ｐ５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

喬木村地域公共交通会議 



   

 

 

 

豊丘村 生活交通確保維持改善計画 

 

 

＜地域内フィーダー系統＞ 

 

・生活交通確保維持改善計画（平成 30～32年度）   ・・・Ｐ１～４ 

 

・表１                      ・・・Ｐ５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

豊丘村地域公共交通会議 



   

 

 

 

大鹿村 生活交通確保維持改善計画 

 

 

＜地域内フィーダー系統＞ 

 

・生活交通確保維持改善計画（平成 30～32年度）   ・・・Ｐ１～４ 

 

・表１                      ・・・Ｐ５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大鹿村地域公共交通会議 









 

 計画推進事業について 

１ 計画推進事業とは 

 地域公共交通網形成計画に基づく、利用促進事業や計画の達成状況等の評価に係る

事業に対する国庫補助。 

 

２ 事業主体 

 南信州地域公共交通網形成計画の計画区域 

飯田市、松川町、高森町、阿南町、阿智村、平谷村、根羽村、下條村、売木村、天

龍村、泰阜村、喬木村、豊丘村、大鹿村の１４市町村。 

 

３ 補助対象期間及び補助額 

（１）補助対象期間 ２年間（平成２８・２９年度） 

（２）補 助 額 申請費の１／２ 

 

４ 平成２８年度実施内容 

（１）行き先や乗車車両をわかりやすくするための案内整備（バスラッピング） 

（２）わかりやすい時刻表の作成 

（３）子供やバス未利用者を対象としたバスの乗り方教室の実施 

 総事業額 ４,３５６,０７２円 補助額 ２,１７８,０３６円 

 

５ 平成２９年度補助内容（案） 

実施項目 実施内容 

わかりやすい時刻表の作成 路線番号、カラー、統一様式を考慮し、乗継のわかり

やすい時刻表を作成する。 

①飯田市(路線バス 53,600部） 

②松川町（5,000部） 

③阿南町、下條村、売木村、天龍村、泰阜村（6,000部） 

④阿智村（3,000部） 

⑤喬木村（3,000部） 
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